
-平成27年度事務事業実績評価表 政策№ 1 施策№ 11 事業№ 31 1

事務事業名 金融対策推進事業
会計 一般会計 実施区分

事業種別 経常 開始 S46 終了
H28担当課等名 金融政策課 H28係等名 金融政策係 H27係等名 金融政策係

基本計画上
の位置づけ

政策 1 多様な産業が発展できる経済力の強いまちづくり

施策 11 支え、育む産業基盤づくり

目
的

対象（誰・何を） 事務

対
象
指
標

指標名及び単位 27年度数値

意図（どういう状態
にするか）

円滑に処理される

向上させたい上位施
策の成果指標

既存事業者の出荷額（工業）　飯田下伊那

目
標

種別 指標名及び単位 27年度計画 27年度実績 28年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

-

定性
目標

制度資金に係る事務を適正かつ円滑に処理する。

事
業
概
要

・中小企業振興資金あっせん審議会の開催
・金融のしおり作成
・金融セミナーの開催
・金融政策課の事務所経費

事業内容 名称 活動指標

27
年
度
事
業
内
容

１　中小企業振興資金あっせん審議会の開催
２　金融のしおり作成
３　移住交流カフェ（銀座ＮＡＧＡＮＯ）でのＵＩターン促進事業

１　開催回数
２　作成部数
３　受講者数

１　本年度は開催なし
(特殊案件がなかった
ため)
２　550部
３　40人

事業コスト 26年度決算額 27年度予算額 27年度決算額 28年度予算額 特定財源内訳、補足

事業費計（千円）① 1,200 1,236 1,062 1,223

国庫支出金

県支出金

起債

その他

一般財源 1,200 1,236 1,062 1,223

人件費計（千円）② 1,430 1,430

正規職員所要時間 400 400

臨時職員所要時間

総事業費①+② 2,630 1,236 2,492 1,223

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

・制度資金に係る事務を適正かつ円滑に処理することができた。

改革改善
の考え方

①問題
点

・金融政策課の機能をさらに充実させる。

②改革
提案

・制度資金のＰＲに努め、利用促進を図る。


